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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームと、
　前記フレームの上端部に設置され、巻き上げ機を載置する台座部と、
　前記台座部を前記フレームに、カウンターウエイトが近接して設置される昇降路の壁面
から昇降路の中心部に向かって水平方向に摺動可能に設置する第１の移動装置と、
　前記台座部に設置され、前記巻き上げ機を、前記昇降路の中心部から前記カウンターウ
エイトが近接して設置される前記昇降路の壁面に向かって水平方向に移動させる第２の移
動装置と、
　前記フレームに設けられ、ワイヤを固定する吊元部と、
　前記フレームに設けられるバーと、
　前記バーに設けられ、前記カウンターウエイトを位置決めするレールに前記バーを位置
決めするローラーガイドと、
を備える巻き上げ機揚重機。
【請求項２】
　前記第１の移動装置は、
　前記台座部を上下方向に位置決めし、水平方向に摺動可能に支持するベアリングを備え
る請求項１記載の巻き上げ機揚重機。
【請求項３】
　前記第２の移動装置は、
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　前記台座部の巻き上げ機を載置する面に設けられるベアリングである請求項１記載の巻
き上げ機揚重機。
【請求項４】
　カウンターウエイトを位置決めするレールに巻き上げ機揚重機を昇降可能に設置し、
　前記巻き上げ機揚重機の台座部に巻き上げ機を載置し、
　前記巻き上げ機揚重機の吊元部にワイヤを固定してワイヤによって引き上げることによ
り前記巻き上げ機揚重機を引き上げ、
　第１の移動装置によって障害物を回避する方向に台座部ごと巻き上げ機を移動させ、
　前記巻き上げ機揚重機の吊元部にワイヤを固定してワイヤによって引き上げることによ
り前記巻き上げ機揚重機をさらに引き上げ、
　第２の移動装置によって前記巻き上げ機を設置場所に移動させるエレベータの製造方法
。
【請求項５】
　前記設置場所は昇降路内に設けられるやぐらの上であり、
　前記やぐらは、
　取り外し可能な第３の移動装置を備え、
　前記巻き上げ機は、
　前記第３の移動装置によって前記やぐらの上に移動される請求項４記載のエレベータの
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、巻き上げ機揚重機及びエレベータの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　エレベータは、カゴ室と、カウンターウエイトと、カゴ室及びカウンターウエイトを連
結するロープと、ロープを巻き上げる巻き上げ機を含む。
【０００３】
　巻き上げ機はエレベータの昇降路の上部に設置される。従って、エレベータを製造する
場合、巻き上げ機を昇降路の最下階から最上階の設置場所まで揚重する必要がある。
【０００４】
　従来は、巻き上げ機が載置された台座に固定されたワイヤをウインチによって巻き上げ
て巻き上げ機を揚重していた。
【０００５】
　しかし、昇降路内の足場ややぐらの配置によっては、この足場ややぐらが障害となって
巻き上げ機を設置場所に揚重することが困難な場合があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１３－２４５０３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明は昇降路内に足場ややぐらなどの障害物があっても巻き上げ機を容易に
設置場所まで揚重できる巻き上げ機揚重機及びエレベータの製造方法を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、一実施形態はフレームと、フレームの上端部に設置され
、巻き上げ機を載置する台座部と、台座部をフレームに、カウンターウエイトが近接して
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設置される昇降路の壁面から昇降路の中心部に向かって水平方向に摺動可能に設置する第
１の移動装置と、台座部に設置され、巻き上げ機を、昇降路の中心部からカウンターウエ
イトが近接して設置される昇降路の壁面に向かって水平方向に移動させる第２の移動装置
と、フレームに設けられ、ワイヤを固定する吊元部と、フレームに設けられるバーと、バ
ーに設けられ、カウンターウエイトを位置決めするレールにバーを位置決めするローラー
ガイドと、を備える巻き上げ機揚重機を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】巻き上げ機揚重機の背面斜視図である。
【図２】巻き上げ機揚重機の正面斜視図である。
【図３】巻き上げ機揚重機の右側面図である。
【図４】巻き上げ機揚重機の正面図である。
【図５】台座部と第１の移動装置を示す図である。
【図６】巻き上げ機揚重機が最下階付近に位置する場合を示す図である。
【図７】巻き上げ機揚重機は最上階のやぐらの付近に位置する場合を示す図である。
【図８】巻き上げ機を設置位置に移動させた状態を示す図である。
【図９】巻き上げ機揚重機を使用した巻き上げ機の設置工程を示すフローチャートである
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、巻き上げ機揚重機及びエレベータの製造方法の一実施形態について、図面を用い
て詳細に説明する。
【００１１】
　本実施形態の巻き上げ機揚重機の一実施形態は、フレームと、フレームの上端部に設置
され、巻き上げ機を載置する台座部と、台座部をフレームに、カウンターウエイトが近接
して設置される昇降路の壁面から昇降路の中心部に向かって水平方向に摺動可能に設置す
る第１の移動装置と、台座部に設置され、巻き上げ機を、昇降路の中心部からカウンター
ウエイトが近接して設置される昇降路の壁面に向かって水平方向に移動させる第２の移動
装置と、フレームに設けられ、ワイヤを固定する吊元部と、フレームに設けられるバーと
、バーに設けられ、カウンターウエイトを位置決めするレールにバーを位置決めするロー
ラーガイドと、を備える。
【００１２】
　エレベータは、乗客を乗せるカゴ室と、カウンターウエイトと、カゴ室とカウンターウ
エイトとをつなぐロープと、ロープを巻き上げる巻き上げ機３０１と、を昇降路内に備え
る。カウンターウエイトは昇降路の壁面のうち一つの壁面に近接して設置される。
【００１３】
　巻き上げ機３０１は、昇降路の最上階付近に設置され、ロープを巻き上げることにより
カゴ室を昇降させる。
【００１４】
　巻き上げ機３０１を昇降路の最下階から最上階の設置位置まで揚重する際に巻き上げ機
揚重機が使用される。
【００１５】
　図１は、巻き上げ機揚重機（以下、揚重機１という。）の背面斜視図である。図２は、
揚重機１の正面斜視図である。図３は、揚重機１の右側面図である。図４は、揚重機１の
正面図である。
【００１６】
　図１乃至図４に示すように、揚重機１は、台座部１０１と、一対のフレーム１０２と、
バー１０３と、吊元部１０４と、を備える。
【００１７】
　一対のフレーム１０２は、揚重機１が昇降される方向に延び、互いに平行に設けられる
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。
【００１８】
　台座部１０１は、一対のフレーム１０２の上端部に、第１の移動装置１０２Ａを介して
設置される。第１の移動装置１０２Ａは、台座部１０１をカウンターウエイトが近接して
設置される昇降路の壁面から昇降路の中心部に向かって水平方向に摺動可能にフレーム１
０２に設置する。
【００１９】
　台座部１０１は、巻き上げ機３０１を乗せることができるだけの面積を有する平面部を
備える。平面部には、巻き上げ機３０１を昇降路の中心部からカウンターウエイトが近接
して設置される昇降路の壁面に向かって水平方向に移動させる第２の移動装置１０１Ａが
設けられる。
【００２０】
　フレーム１０２には横方向に延びるバー１０３が設置される。バー１０３は上方から見
ると背面方向に曲がるコの字形状をなしており、先端部にローラーガイド１０３Ａを備え
る。
【００２１】
　ローラーガイド１０３Ａはカウンターウエイトを位置決めするレール２０１（図６参照
。）に対して揚重機１を位置決めする。ローラーガイド１０３Ａは、それぞれ３つのロー
ラによってレールを把持する。
【００２２】
　揚重機１はフレーム１０２にバー１０３を一対備える。第１のバー１０３はフレーム１
０２の中間付近に、また第２のバー１０３はフレーム１０２の下端に設置される。各バー
１０３はフレーム１０２にボルトなどの締結具によって締結される。
【００２３】
　フレーム１０２の下端に設置されるバー１０３には、揚重機１を昇降させるワイヤを係
止するための吊元部１０４が設置される。
【００２４】
　図５は、台座部１０１と第１の移動装置１０２Ａを示す図である。図５においてはフレ
ーム１０２の図示を省略してある。図５に示すように、台座部１０１は側面部にフレーム
１０２方向に突出するフランジ部１０１Ｂを備える。
【００２５】
　第１の移動装置１０２Ａはフランジ部１０１Ｂを上下方向から把持するベアリング１０
２Ｂを備える。従って、台座部１０１は第１の移動装置１０２Ａによって上下方向に対し
て位置決めされ、昇降路の中心部からカウンターウエイトが近接して設置される昇降路の
壁面に向かって水平方向に摺動可能となる。
【００２６】
　台座部１０１は巻き上げ機３０１を乗せる平面部に第２の移動装置１０１Ａを備える。
第２の移動装置１０１Ａは、例えば複数のベアリングを有する。第２の移動装置１０１Ａ
は、ベルトコンベアであってもよい。
【００２７】
　第２の移動装置１０１Ａは、第２の移動装置１０１Ａは巻き上げ機３０１を摺動可能に
載置する。
【００２８】
　図６は、揚重機１が昇降路の最下階付近に位置する場合を示す図である。図６に示すよ
うに、巻き上げ機３０１は台座部１０１に載せられる。揚重機１はローラーガイド１０３
Ａによって、カウンターウエイトを位置決めする一対のレール２０１に支持される。
【００２９】
　吊元部１０４にはワイヤ４０１の一端が取り付けられ、ワイヤ４０１の他端はやぐらに
取り付けられる。ワイヤ４０１の途中にはウインチ４０２が設けられる。
【００３０】
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　ウインチ４０２がワイヤ４０１を巻き上げると揚重機１は昇降路を最上階方向に向かっ
て移動する。
【００３１】
　図７は、揚重機１は昇降路の最上階のやぐら２０２の付近に位置する場合を示す図であ
る。図７に示すように、巻き上げ機３０１の設置位置がやぐら２０２の上部にある場合、
やぐら２０２を避けて巻き上げ機３０１を揚重する必要がある。
【００３２】
　この場合、第１の移動装置１０２Ａによって巻き上げ機３０１を台座部１０１ごと、や
ぐら２０２を避ける方向、すなわちカウンターウエイトが近接して設置される昇降路の壁
面から昇降路の中心部に向かって水平方向に、矢印Ｘ１の方向に移動させ、さらにウイン
チ４０２によってワイヤ４０１を巻き上げる。
【００３３】
　従って、巻き上げ機３０１はやぐら２０２の上面と一致する高さまで揚重することがで
きる。
【００３４】
　やぐら２０２の巻き上げ機３０１の設置位置には、ベアリングなどの第３の移動装置２
０３を設置しておく。
【００３５】
　図８は、巻き上げ機３０１を設置位置に移動させた状態を示す図である。図８に示すよ
うに、巻き上げ機３０１は、第２の移動装置１０１Ａと第３の移動装置２０３によって、
台座部１０１の上から設置位置の方向、すなわち昇降路の中心部からカウンターウエイト
が近接して設置される昇降路の壁面に向かって水平方向に、矢印Ｘ２の方向に移動される
。
【００３６】
　巻き上げ機３０１が設置位置に到達した場合、巻き上げ機３０１をジャッキによって持
ち上げ、第３の移動装置２０３を取り除き、再度ジャッキによって巻き上げ機３０１を設
置位置に下ろす。
【００３７】
　図９は、揚重機１を使用した巻き上げ機３０１の設置工程を示すフローチャートである
。図９に示すように、ステップ９０１において、作業員はまず昇降路の最下階付近に揚重
機１を設置する。すなわち、カウンターウエイトを位置決めするレール２０１にローラー
ガイド１０３Ａに設置し、揚重機１がレール２０１に沿って昇降できるようにレール２０
１に取り付ける。
【００３８】
　ステップ９０２において、作業員は吊元部１０４とやぐら２０２を、ウインチ４０２を
介してワイヤ４０１によって連結することにより、吊元部１０４をワイヤ４０１によって
やぐら２０２から吊るす。
【００３９】
　ステップ９０３において、作業員は巻き上げ機３０１を揚重機１の台座部１０１に載置
する。
【００４０】
　ステップ９０４において、作業員はウインチ４０２によってワイヤ４０１を巻き上げる
ことにより、揚重機１を引き上げる。
【００４１】
　ステップ９０５において、作業員は台座部１０１を第１の移動装置１０２Ａによって、
カウンターウエイトが近接して設置される昇降路の壁面から昇降路の中心部に向かって水
平方向に移動させ、やぐら２０２を回避する。
【００４２】
　ステップ９０６において、作業員はウインチ４０２によってワイヤ４０１を巻き上げる
ことにより、揚重機１をさらに引き上げる。
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　ステップ９０７において、作業員は第２の移動装置１０１Ａ及びやぐら２０２に設置さ
れる第３の移動装置２０３によって、巻き上げ機３０１を設置位置に、昇降路の中心部か
らカウンターウエイトが近接して設置される昇降路の壁面に向かって水平方向に移動させ
る。
【００４４】
　ステップ９０８において、作業員は巻き上げ機３０１をジャッキによって持ち上げ、第
３の移動装置２０３を取り除き、再び巻き上げ機３０１を下す。
【００４５】
　以上のべたように、本実施形態の揚重機１は、やぐら２０２など障害物を避ける方向に
第１の移動装置１０２Ａによって台座部を移動させ、巻き上げ機３０１を設置位置の高さ
まで揚重し、第２の移動装置１０１Ａによって巻き上げ機３０１を設置位置に移動させる
。
【００４６】
　従って、昇降路内に足場ややぐらなどの障害物があっても巻き上げ機を容易に設置場所
まで揚重できるという効果がある。
【００４７】
　いくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したものであり
、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様々な形態
で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え
、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれる
と同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるものである。
【符号の説明】
【００４８】
１：巻き上げ機揚重機
１０１：台座部
１０１Ａ：第２の移動装置
１０２：フレーム
１０２Ａ：第１の移動装置
１０３：バー
１０４：吊元部
３０１：巻き上げ機
【要約】
【課題】昇降路内に足場ややぐらなどの障害物があっても巻き上げ機を容易に設置場所ま
で揚重できる巻き上げ機揚重機及びエレベータの製造方法を提供する。
【解決手段】巻き上げ機揚重機は、フレームと、フレームの上端部に設置され、巻き上げ
機を載置する台座部と、台座部をフレームに、カウンターウエイトが近接して設置される
昇降路の壁面から昇降路の中心部に向かって水平方向に摺動可能に設置する第１の移動装
置と、台座部に設置され、巻き上げ機を、昇降路の中心部からカウンターウエイトが近接
して設置される昇降路の壁面に向かって水平方向に移動させる第２の移動装置と、フレー
ムに設けられ、ワイヤを固定する吊元部と、フレームに設けられるバーと、バーに設けら
れ、カウンターウエイトを位置決めするレールにバーを位置決めするローラーガイドと、
を備える。
【選択図】図１
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